
 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 
 

 

 

美咲町教育委員会事務の点検・評価に関する報告書 
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は じ め に 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」という）の一部改正によ

り、平成２０年４月から全ての教育委員会は毎年その権限に属する事務の管理及び執行の

状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し議会に提出するとと

もに公表しなければならないこととなった。 

 本報告書は、地教行法第２６条の規定に基づき点検及び評価を行い、その概括を報告す

るものである。 

                                                          

Ⅰ 点検及び評価の方法等 

１ 対象 

   平成２８年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況 

２ 報告 

      本報告      平成２９年 １２月議会に提出 

３ 方法 

「事業内容」は美咲町教育行政の重点目標及び施策に掲げている主な取組 

「事業の実施状況」は事業の具体的な取組内容や目標を記載 

「評価」は内部評価で 

  Ａ・・・・・十分な成果を得た 

  Ｂ・・・・・概ね成果を得た 

  Ｃ・・・・・成果もあったが、改善が必要 

  Ｄ・・・・・満足の得られる成果が見られず、事業の見直しが必要 

  Ｅ・・・・・事業の中止、廃止 

「成果と課題」は実施した事業の成果と課題を記載 

４ 公表 

   町公式ＨＰでの閲覧 

 

Ⅱ 学識経験者の知見の活用 

 地教行法第２６条第２項の規定に基づき次の者に点検及び評価に関しての助言及び意見

を受けた。 

 

    美作大学生活科学部特任准教授   佐々木 勇 氏  

 

Ⅲ 点検及び評価 

１ 教育委員会の組織・活動 

○ 会議の運営等 

教育委員会は、定例会を毎月１回開催した。毎回ほとんど全員が出席し、十分な時

間を掛けて審議及び協議を行った。 

   教育委員は保護者代表を含め４人の構成。毎回の会議は教育長を中心に、事務局員

として教育総務課長・生涯学習課長、必要に応じて指導主事を加えて開催した。内容

は、教育行政の重点目標及び施策、人事、施設管理、予算決算事務、就学、教育振興

基本計画、人権教育基本方針、教育課程、学校の様子、学力状況等多くの議題が検討

された。 

教育委員は、県の研修会等に参加して識見の向上に努めている。また、現状把握の

ために、町内の小・中学校の訪問を行い、現状を知るとともに今後の課題を把握して

いる。 

地域の実情に応じて、住民の意向を施策に反映することについては、学校教育及び

生涯学習の両面で工夫や努力が今後一層求められる。 



２ 教育委員会が管理執行する事務 

（１）基本的・総務的事務 

   教育行政重点施策の策定等、基本方針の多くは、事務局が原案や資料を提出し、教

育委員会として時間を掛けて審議することができている。しかし、具体的な施策にい

かに反映するか等、十分に審議を深められていないものもある。そこで、５年を期限

とした美咲町教育振興基本計画の答申を平成２３年１１月に得て、方策を教育総務

課・生涯学習課を中心に策定してきた。また、具体的な目標、指標を定め平成２４年

度から取り組みを開始し、各年度ごとに重点方策を設けて推進してきた。平成２８年

度は第１次計画の最終年度であり、住民アンケートを実施（５００世帯）し、１次計

画における成果と課題を明らかにした。その結果や、岡山県教育振興基本計画、美咲

町各種計画を踏まえ、第２次美咲町教育振興基本計画（平成２９年度～３３年度）を

策定した。 

規則等の制定・改廃については、教育委員会で遅滞なく行っている。さらに、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律改正等に伴い、必要と考えられる規則等は積極

的に制定・改廃を進める必要があるとの認識である。 

   施設設備面では、平成２７年度は、小中学校の屋内運動場照明器具落下防止工事を

行った。平成２８年度は、美咲中央小学校において、新年度入学児童数の増加に伴い

教室の増築工事を行った。町内学校施設の中には、建築後２０年を経過し老朽化が進

んでいる施設がある。今後、そのような施設の維持管理については緊急を要するもの

から優先的に点検し、修繕及び改修を行っていく。 

（２）人的管理に属する事務 

   町立小・中学校教員の県費教職員の人事については、津山教育事務所と連携を図り

ながら、喫緊の課題である学力向上や問題行動の解決に向けた学校組織の強化を行っ

ている。また、個々の教職員の指導力向上を図るために、学校長に対して必要な指示、

連絡、指導助言等を行っている。 

特別支援教育については、教育支援委員会の判定状況から、次年度特別支援を要す

る児童・生徒の増加が見込まれ、特別支援教育を充実させるための体制づくりが必要

である。県費教員の配置基準による教員数だけでは指導が困難な場合、学校運営を円

滑に行うために町費による支援員の配置・負担が必要になる。 

学校関係職員の研修は多方面にわたって行われており、事務局職員の研修は県教育

委員会や町長部局主催の研修に参加している。 

また、教職員の多忙化が取りざたされている中で、教師業務アシスタントの活用が

検討されており、町内小中各校に配置された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

 

 

 

美咲町教育推進の基本理念    
 
           基本目標   ３つの視点    基本施策の方向       施策３プラン          重点施策   
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１ 学校教育の推進（太字は美咲町教育振興基本計画の重点施策） 

知・徳・体のバランスのとれた健全な子どもの育成のため、学校訪問や必要な調査、月例の校長

会議等で学校教育の現状と課題の把握に努め、必要な指導と条件整備を行っている。 

１ 事業内容 事業の実施状況・目標 成果と課題 評価 
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学力向上 

施策【1-1】 

 

 

 

 

○基礎基本の力をつける。 

美咲町統一テストの実施 

思考力・表現力の育成 

対話のある授業              

○学力向上推進連絡協議会

（３回）、全員研修会（２

回）による意識化  

○学力調査県平均 

（28 年度までに全国平均） 

○基礎・基本の力は定着が見られ、

全国平均に近づきつつあるが、思

考・表現等の活用の力については

課題がある。 

○県教委が示している授業５によ

る学習過程が展開されつつある

が、学び合い等アクティブ・ラー

ニングの視点での授業づくりが

課題。 

 

 

Ｂ 

学力向上 

施策【1-3】 

○PTA と連携し携帯・スマホ

対策やアウトメディア運

動に取り組む。 

○継続的に家庭学習の支援

を行う。 

土曜日の教育支援事業、 

みさきっ子ＴＶ教室等で

の啓発活動 

○平日の家庭学習１時間以

上が小 6 で 55.6％（国

62.7％）中 3 で 45.1％（国

69.0％）であり、更に家庭

学習に取り組む習慣の定

着を図る。 

○中学校区でテスト期間に合わせ

年間数回メディア制限の取組を

行った。継続した取組が必要。 

○毎月各学校にポイント学習を担

当してもらい更新してきた。学校

紹介等、学校の教育活動が伝わ

り、好評を博している。 

 

○平日の家庭学習１時間以上 

 H28 全国学習状況調査結果 

小６ 70.1%(国 62.5%) 

中３ 61.5%(国 67.9%) 

小学校においては全国よりも家

庭学習の時間が上回り、中学校に

おいても全国比が縮まった。 

 

 

Ｂ 

学校支援 

施策【4-11】 

○児童会・生徒会の活動「学

校内外クリーン作戦」や

「ゴミリサイクル運動」等

を地域と共同して行い、子

どもたちの社会性を伸ば

す。 

○社会科でリサイクルについて学

び、環境教育に対する意識も高め

ている。（４年生） 

○クリーンセンターでの見学を全

小学校が行った。 

○PTA で資源回収に取り組んでい

る。（インクカートリッジ、ペッ

トボトルキャップ、アルミ缶等） 

○環境教育への継続した取組が必

要。 

Ｂ 

夢育て支援

施策【7-16】 

○週目標だけでなく行事等

のねらいの明示と振り返

りを通して目標のある活

動を日常化し、特別活動で

の実践化や習慣化を図る。 

○授業や行事の場面でのめあてや

子どものふり返り活動が進んで

きているが、学習内容を児童生徒

に意識化させたり学びをつなげ

たりしていくことが必要である。 

 

Ｂ 

特別支援教

育の充実 

○支援員の配置 ○基準以上の配置ができている。 

○通常学級での特別支援を要する

児童・生徒の指導の工夫が必要。 

 

Ｂ 

《成果と課題》 

○町全体で見ると学力は全国平均には及ばないが、基礎・基本については成果が見ら

れた。宿題＋自主学習など、家庭学習の取組を行ったことで、平日の家庭学習時間

が増加し、生活習慣の改善や学力向上に成果を上げることができた。 

 

 

Ｂ 



○アウトメディア等ＰＴＡと連携し、個々の実態に基づいた取組にしていかなければ

基本的な生活習慣の確立や規範意識を身につけていくことは困難である。大人への

啓発活動も必要である。 

○児童会、生徒会を中心とした学校内外クリーン作戦等、望ましい社会参加活動もで

きている。広報活動もスタートした。 

○比較対象集団が異なるのが大半なので、同学年で時期をおいて再評価し、集団の伸

び率を評価する手法も必要。 

 

職 

員 

の 

資 

質 

向 

上 

①授業改善

で 指 導 力

の 向 上 を

図る 

学力向上施策 

【1-1】 

○岡山型学習指導のスタンダー

ドの活用。 

ねらい・手だて・評価が明瞭で

学習内容の定着度の確認があ

る授業。 

○授業５に基づいた導入・展開・ま

とめの学習過程が行われ、学習内

容の定着が図れてきているが、継

続的に児童生徒の理解度を図っ

ていくことが課題である。 

○「授業の最後にはふり返る活動が

行われていたか。」 

 H28 全国学習状況調査結果 

 小６ 88.8%（国 76.1%） 

 中３ 72.7%（国 63.1%） 

○授業のめあてやまとめ、ふり返り

が行われているが、主体的な学び

につなげる質の向上が必要。 

 

Ｂ 

②信頼され

る 学 校 づ

くり 
 

○学校運営協議会、学校評議員会

等で外部意見を聴取し、学校運

営に活かす。 

○町内全校が学校便り等で情報を

発信した。学校運営協議会や学校

評議員会で学校評価を示し、評価

を受けている。 

 

Ｂ 

《成果と課題》 

○指導力の向上を目指し、各校で教育センター等の研修の機会を利用した研修参加や

校内研修会が実施されている。管理職のみでなく、教務主任や学力向上担当も学力

向上推進連絡協議会に参加し、取組の交流や共通理解を図り、足並みを揃えた取組

を行うことができた。また、教職員の服務規律について、コンプライアンス研修を

各校で定期的に行うなど、服務の意識向上を図った。 

 

Ｂ 

 

教 

育 

環 

境 

の 

整 

備 

①学校・教育

環境の整備 

 

○学校施設環境改善交付金を活

用し、学校施設・設備の効率的

な修繕を行う。 

○建築後 20 年を経過した施設を含

め、計画的な改修が必要。老朽化

した校舎設備の修繕は随時行っ

た。 

○教育環境の整備。 

 

Ｃ 

②安全安心の

子育て環境 

子育て支援

施策【8-20】 

○通学路の点検、スクールバスの

運行や、望ましい食育の推進等

安全安心の子育て環境をつく

る。 

○PTA による通学路点検・危険箇所

の把握を行い、関係機関との連携

を図りながら改善を行った。 

 

Ｃ 

③人的支援 ○教育事務所、学校と連携し教職

員の充実を図る。 

○実情や成果を伝え、必要な支援を

継続的に要望していく。 
Ｂ 

《成果と課題》 

○施設・設備は年次的に改修等を行っている。エアコンは有効に活用され、快適な環境の

中、学習活動が展開されている。通学バスは安全面への配慮や危機対応の徹底を図った。

人事面の課題については要望等の必要な措置を県教育委員会に申請したり、各校の要望

や実態に応じた人的支援を配置したりした。 

 

Ｃ 

 

食 

育 

①学校給食

の充実  

○「食に関する指導計画」に沿っ

て給食指導を行う。 

○完全米飯給食を実施。月１回の米

粉パンの給食を実施した。 

○学期に１回麺給食を取り入れた。 

Ｂ 



教 

育 

の 

充 

実 

②正しい食習

慣の促進 

しつけ支援 

施策【2-5】 

○学校、園を通して、ぱっちりモ

グモグ運動に取り組む。 

○子ども、保護者と連携し平日の

携帯・スマホの９時以降の利用

制限やアウトメディア２割改善

に取り組む。 

○生活リズム向上の指導は全校に

おいて行ってきた。「早ね・早起

き・朝ご飯」等、基本的生活習慣

の充実に取り組んだ。 

 

Ｂ 

③地産地消の

推進 
 

○地場産物の使用割合を岡山県

産 50％・美咲町産 20％に高め

る。 

○食材数が県産は 41.0％（50.4％）、

町産は 11.9％（18.7％）。価格や

品揃え等課題あり。 

○6,11 月調査平均で（ ）は 27年度 

 

Ｃ 

④食と農の体

験活動 

○田植え、稲刈り、ぶどう作り等

の農業体験学習を実施。 

○総合的な学習の時間等で体験学

習を実施した。 
Ａ 

《成果と課題》  

○保育園・小学校からバランスの取れた食生活や食習慣になるよう指導を行っている

が、家庭と連携し、個人個人で健康管理ができる能力を養っていく必要がある。   

Ｂ 

開 

か 

れ 

た 

学 

校 

づ 

く 

り 

①意識改革 ○授業公開や外部人材の活用を

通して平素の教育活動を積極

的に公開する。 

○授業公開日・週間を実施している

が参加者が尐ない。行事への参加

は多く、学校理解が進んでいる。 

 

Ｂ 

②学校評議員

等の活用 

 

○学校評議員会、学校運営協議会

を活用し、学校運営に外部意見

を活かしていく。 

○学校運営協議会２校、学校評議員

６校で実態に合わせた説明や協

議を実施。 

 

Ｂ 

《成果と課題》 

○形は整ってきているが、常に学校として謙虚に外部の声を聞き、より効果的な学校

運営に活かしていく姿勢が求められる。また、このような環境に身を置き、子ども

だけでなく教職員も活動していくことを継続することが必要。 

 

Ｂ 

 

人 

権 

教 

育 

の 

推 

進 

 

①啓発活動の

充実 

○学校の人権講演会、演劇鑑賞会

開催の支援（計７回）                

○小中学校で啓発講演会を実施。 

職員対象の研修会も実施。 

 

Ｂ 

②いじめ・不

登校・虐待

の対応充実  

しつけ支援

施策【1-2】 

○生徒指導調査を毎月行い、積極

的な生徒指導と課題の早期対

応を図る。 

○ＱＵ検査の有効活用や互いの

人権を大切にした集団づくり

を通して、学びがいのある落ち

着いた学級をつくる。 

出現率は（小学校、中学校）  

・不登校 （0.3、2.0） 

・いじめ （3.0、3.0） 

・暴力行為（1.0、5.0） 

 

○毎月各学校から生徒指導に関す

る調査の報告があり、課題に応じ

た対応を行っている。 

H28  問題行動等調査 

町小（県） ，町中（県） 

いじめ 5.77（12.24），13.48（12.52） 

不登校 0.87（0.51），2.16（2.52） 

暴力行為 0.00（3.63），16.17（10.11） 

いじめは 1000 人当たり認知件数、

暴力行為は 1000 人当たり発生件数、

不登校は出現率（％） 

○リーフレットやみさきっ子テレ

ビ教室で子どもの人権標語を紹

介した。クリアファイルを全校の

子ども達に配布し定着を図った。 

 

 

 

Ｂ 

《成果と課題》 

○子ども達は学習面、生活面でも比較的落ち着いた学校生活ができていた。いじめに

ついては、早期対応と継続的な指導が行われていた。 

 

Ｂ 

 

体

力

・ 

健

①基礎体力向

上 

○町内大会も含め、水泳記録会、

陸上記録会を行う。 

○民間講師による水泳指導の実

施。 

○めだかプロジェクトで外部講師

を水泳期間中依頼した。児童の泳

力向上に成果が認められた。 

○小学校体育支援に外部講師を導

入した。 

 

Ｂ 



康

づ

く

り

の

推

進 

 

○美咲町陸上記録会を開催した。 

②スポーツ活

動の充実 

○中学校部活動への補助金、総

体・練習試合へのバス運行支援 

を行う。 

○尐子化により、部員数が減尐して

いる。尐人数の部活動への支援が

課題。 

 

Ａ 

③健康教育の

推進と充実 

 

○児童生徒の定期的な検診 

○各校で健康・性に関する指導・

研修を行う。 

○水質、CO2、ダニ等の環境衛生

検査を行う。 

○健康や発達に関心を持たせるこ

とを継続していく。 

○場所を選定し効率的な検査を実

施。 

 

Ｂ 

《成果と課題》 

○H28 全国体力・運動能力調査 ８種目体力合計点より 

小５（町，県，国） 男子（54.75, 54.55, 53.92）、女子（58.77，55.78, 55.54）     

中２（町，県，国） 男子（42.71，43.86, 42.13）、女子（46.00，50.85, 49.56） 

小５は男女の反復横跳び、中２男は 20m シャトルランが低い。小５・中２男子は全国平均

を上回ったが、中２女子が全国よりもかなり低い結果であった。 

 

Ｂ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 家庭・地域社会の教育の充実と相互連携     

この分野は学校以外で子どもの教育に大きな責任と影響を有している領域である。教育委員会は

保護者、住民課、こども課、健康福祉課と連携し、子どもを取り巻く環境が充実し、子どもたちの

健やかな成長を支援する施策を推進していくことが必要である。 

２ 事業内容 事業の実施状況・目標 成果と課題 評価 

 

時

代

の

進

展

に

対

応

し

た

教

育

の

推

進 

①情報教育の

充実 

○学校情報化の推進を図る。 

 

 

○情報機器の整備促進を行う。 

○学校情報化担当者会議を組織し、

学校の情報化及びその環境を活

用した教育活動の充実を図る。 

○小学校のＰＣ教室のＰＣを新し

く入れ替え、タブレットも数台導

入した。 

○ＩＣＴ機器を活用した授業づく

りを行えるように授業研究も進

めたい。 

 

 

 

 

Ｂ 

②国際理解教

育の推進 
 

 

○ＡＬＴを活用し、小学校からの

英語学習を充実する。 

○ニュージーランドのテムズ高校

へ中学生短期派遣留学を行った。

派遣人数は１１名。 

○小学校４～６年生を対象にイン

グリッシュキャンプを一泊二日

で開催した。（旭民話館） 

参加者は２５名。 

 

Ｂ 



③

キ 

ャ 

リ 

ア

教

育

の 

推

進 

夢育て支

援施策 

【7-17】 

○小学校・・教育課程に位置づけ

担当を置き、計画的に実施。 

中学校・・職場体験学習を実施

し、成果発表会を行い、学びを

交流し、互いに高め合う。 

働く厳しさと充実感が得られ、

自己の課題がつかめるように

する。 

○「将来の夢や目標を持ってい

る」子どもの育成。  

○全小学校にキャリア教育の担当

者を設け、全体指導計画をもとに

推進した。 

○職場体験学習は４日間実施した。 

○中３生は卒業時にビデオ収録。 

○「将来の夢や目標をもっている

か」H28 全国学習状況調査結果 

 小６ 85.9%（国 85.3%） 

 中３ 78.6%（国 71.1%） 

 小中ともに全国平均を上回るこ

とができた。 

 

 

Ｂ 

夢育て支

援施策 

【7-18】 

○現在活躍している人物や郷土

の偉人の話を聞く機会を通し

て、将来の夢を育てていく。  

○全校朝の会や授業等で地域の方

からゲストティーチャーの講話

や総合学習において専門家の指

導を受けた。 

 

Ｂ 

《成果と課題》 

○保育園からの英語教育が尐しずつ進められている。中学生の短期留学事業も実施さ

れ、テムズ市との交流も図られている。キャリア教育は将来の夢や目標を持った生

活と密接な関係があり、県教委の施策も積極的に活用し、多様な機会を捉えて意欲

的な生活態度を伸ばしていく必要がある。今後は、町内の人材の活用も必要である。 

 

Ｂ 

家

庭

の

教

育

力

の

充

実 

①

家

庭

教

育

支

援 

あ い さ

つ 運 動

支 援

【2-4】 

○各校のあいさつ運動に年間３回

参加し、取組の支援をする。 

 児童生徒会が主体となったあい

さつ運動の実施。 

 学校・家庭・地域が連携したあ

いさつ運動の実施。 

○学期毎に年間３回実施してい

る。各学校と連携した取組にす

ることが必要。 

 

Ｂ 

ぱ っ ち

り モ グ

モグ 

【2-5】 

【2-6】 

○学校や園を通して、ぱっちりモ

グモグ運動に取り組む。 

○子ども、保護者と連携し、平日

の携帯・スマホの夜９時以降の

利用制限やアウトメディアの２

割改善に取り組む。 

○生活リズム向上の取組は全校園

で実施した。 

○親育ち応援学習プログラムを活

用した保護者支援活動を実施し

た。今後も拡大していく。 

 

Ｂ 

②青尐年健 

全育成活動

の推進 

○青尐年相談員、すこやか家庭教

育相談員による家庭や学校の訪

問。 

相談体制の充実 

県青尐年相談員 ８人 

県青尐年育成推進指導員 １人 

県青尐年育成推進員 ３人 

○美咲町青尐年育成活動連絡会の

各支部を中心にそれぞれの団体

が、各地域であいさつ運動や学

校訪問など地道な活動を行って

いる。しかし、県青尐年相談員、

青尐年育成運動推進員の方々の

存在を知らない人もいるので、

周知が必要。 

○夏祭り巡回指導、夏休み KIDS ス

クール（４回）等の開催。 

 

Ｂ 

 ③子育て支

援 情 報 提

供・啓発活

動 

【3-7】 

【3-8】 

○３か月検診時にブックスタート

として絵本を配布 

○家庭での読書時間 30分以上の 

割合を１割増加。 

○図書館司書が定期的に学校訪問

し環境を整える。 

 

 

○乳幼児健診時（対象者９７名）

に本の配布と、図書館司書・読

書ボランティアの方による読み

聞かせによる読書推進の啓発や

絵本の紹介。 

○学校での読書時間の設定を行

い、実践している。 

○子どもや保護者が利用できる、

 

Ｂ 



みさきっず（本の学校受け渡し

サービス）の普及推進。 

 ≪成果と課題≫ 

○家庭教育において、就学前児童を持つ保護者が、相談できる相手や友達づくりなど、

孤立しないような体制づくりが必要。親育ち応援学習プログラムの積極的な活用の

推進。 

 

Ｂ 

 

 

地

域

社

会

の

教

育

力

の

充

実 

①

学

校

支

援

地

域

本

部

事

業 

学 校 支

援施策 

【4-10】 

○学校支援地域本部事業・放課後

子ども教室・土曜学習支援事業

の運営委員会を統合し、広報活

動も行いながら全地域で子ども

たちの支援体制を整え、意欲を

もって生活や学習できる環境を

整える。 

○地域住民参加により、学校・地

域・家庭が連携して、地域ぐる

みで子どもを健やかに育てると

ともに、学校力・地域力の向上

を図るため、次のようなボラン

ティア活動を行った。 

・授業等の学習支援  

・学校行事支援  

・学校内の環境整備  

・登下校の見守り 

・部活動支援  

・放課後学習支援 ほか 

 

Ａ 

学 校 支

援施策 

【4-10】 

○子どもによる謝恩会やボランテ

ィア作品展等を通して、お互い

に交流し、理解を深める。ボラ

ンティアが学校に居ることの自

然な環境をつくる。 

○尐しずつだがボランティアの実

数も増えるとともに範囲も広が

り、学校・地域との協働活動や

共同参加が高まった。 

 

Ｂ 

②放課後子

ども教室 

学校支援 

施策【4-10】 

○全ての地域で実施を目指す。 ○寺子屋あさひ年間約９０日 

（参加者：小学生３２人 中学生

８人）、柵原元気っ子教室年間約

６３日（参加者：約２５人）の

開催。 

○寺子屋ちゅうおう年間約９２日

（参加者：約２１人）、キッズト

ライアングル年間約６０日（ 

参加者約４８人）寺子屋やなはら

ひがし年間約３９日（参加者約

２８人の開催。 

○平成２９年度には柵原西小学校

でも開始予定。 

 

Ａ 

③地域学習 

地域学習 

施策【5-13】 

○家庭の理解と協力を得て、ポイ

ントラリー運動を推進し、地域

に愛着をもった子どもの育成。 

○土曜日、日曜日、祝日を利用し

て学習体験活動として、「のびの

びサタデー」（旭地域）、「ホリデ

ーわくわく」（柵原地域）の名称

で活動。 

○のびのびサタデー（９回 子ど

も延べ１５７人 大人延べ９４

人参加） 

○ホリデーわくわく（２０回 延

べ２５３人参加） 

 

Ｂ 



④

子

育

て

支

援 

子 育 て

支 援 施

策

【8-19】 

○保育園、学校、保健師と連携し

て就学に関する情報交換を行

う。県総合教育センター、特別

支援学校等との連携を図り、子

どものニーズ・発達に合わせた

支援を行う。 

○学校、こども課、健康福祉課、

児童相談所等と連携し、適宜ケ

ース会議等を開催し、協議を行

っているが、件数が増えてきて

いる。児童生徒に適した支援が

必要。 

 

Ｂ 

子 育 て

支 援 施

策 

【8-22】 

○講師による工作教室等、町外へ

移動しての各種の体験活動。 

○協力機関・団体等と連携し、家

庭の日の呼びかけや子どもの活

動支援。 

○土曜日教育支援事業等体験学習

で家庭教育を支援。 

○夏休みキッズスクールで天体望

遠鏡づくり、そうめん流し、絵

画教室、料理教室を婦人協議会、

地域の専門家の協力により、中

央地域２回、柵原地域２回、旭

地域はのびのびサタデーの協力

により４回開催。 

○主に小学生が対象なので、低学

年が参加しやすい行事開催の検

討も必要。 

 

Ｂ 

≪成果と課題≫ 

○諸団体と地域の方の協力により、新たな取り組みも行われてきている。今後、保護

者への参加の呼びかけとともに、個々に応じた支援体制も必要。 

 

Ｂ 

 

家

庭

・ 

学

校

・ 

地

域

社

会

の

連

携

強

化 

①

生

活

リ

ズ

ム

向

上 

し つ け

支 援 施

策 

【2-5】 

○学校、園を通して、「ぱっちりモ

グモグ運動」に取り組む。 

○子ども、保護者と連携し、平日

の携帯・スマホの９時以降の利

用制限やアウトメディアの２割

改善に取り組む。 

○生活リズム向上の取組は全校園

にて行われている。スマホ対策

等、実態に応じた取組が必要で

ある。 

 

Ｂ 

②

読

書

活

動

推

進 

読 書 推

進施策 

（学校） 

【3-8】 

○学校の読書活動支援を行う。 

○朝昼時間の読書、本の紹介を継

続実施 

○図書館司書が定期的に学校訪問

し環境を整える。 

○ニーズに基づいたボランティア

の活用と支援活動の一層の充実

を図る。司書・ボランティアに

よる絵本の読み聞かせ活動で内

容を広げ、深めていく。 

○図書館司書の週１回の図書室在

室により、図書室が利用しやす

くなった。また、ボランティア

の方による読み聞かせや朝読書

が行われている。 

○学校や子どものニーズに合わせ

た図書の整備が必要。 

○みさきっず（図書学校受け渡し

サービス）の利用促進。 

 

Ｂ 

読 書 推

進施策 

（行政） 

【3-9】 

○「みさきっず」（図書学校受け渡

しサービス）の普及利用拡大 

○活用率向上に向けた研修、館内

レイアウトを始め実務的指導を

受ける。 

○県立図書館等の各種研修会参加

や近隣図書館との交流を図る。 

○広報誌図書館だよりの充実に向

けた内容変更。 

○合同研修、講演等は未実施なが

ら、司書の研修への参加は増加

している。 

○イベントの実施 

 中央図書館 ２０回 １６５人 

 旭図書館  １６回 １４６人 

 柵原図書館 ４８回 ２７３人 

 

Ｂ 

③コミュニ

ティスクー

ル推進 

○学校運営について協議し、地域

に開かれた学校運営を行う。 

○中央・柵原の２中学校で取り組

んでいる。協議した内容を運営

に活かしている。 

 

Ｂ 



≪成果と課題≫ 

○生活リズムの向上は定着しつつあるが、スマホをはじめとするメディア利用につい

ては、保護者を含め改善が必要。読書推進については、祝日開館に取り組むなど増

加策を実施するなど、利用者増に向けたきっかけ作りが必要。 

 

Ｂ 

 

人

権

教

育

・ 

啓

発

の

推

進 

①啓発活動 ○町民対象人権啓発活動 

 

 

○児童生徒に人権標語・人権ポス

ターを募集。 

○県・町・小中学校・人権教育推

進協議会主催による講演会・研

修会の開催により、広く啓発。 

○町内小中学校から募集した、人

権標語・人権ポスターにより、

リーフレットを作成し、町内全

戸配布。また小中学生には、ク

リアファイル配布により啓発。 

 

Ｂ 

②指導者養

成 

○人権教育推進協議会委員の研修 

 

 

○町職員の人権研修会 

○推進協議会委員２７名が参加

し、㈶日本盲導犬協会「島根あ

さひ訓練センター」を訪問し盲

導犬育成施設等を視察し、地域

の視覚障害福祉向上の実態を認

識できた。 

○町職員を対象に「心のバリアフ

リーを目指したまちづくり」と

題し、心のバリアをなくし、お

互いが理解しあって誰もが過ご

しやすい環境の実現を目指す。

また、人権についての知識・実

践力の向上を図ることを目的に

研修会を開催した。 

 

Ｂ 

≪成果と課題≫ 

○小中学生の応募によるポスター、標語によるチラシやクリアファイルの作成は定着

している。今後も引き続き、大人から子どもまで広報誌やみさきネットを活用した

地道な人権啓発活動の実施。 

 

Ｂ 

 



 

 

 

 

 

３ 生涯にわたって学べる環境づくりとスポーツ・文化の振興 

町民の生涯学習として、ニーズに応じた事業を行い、多くの住民が講座等に参加し、スポーツ

や文化活動を通して自己実現を図っている。さらに、文化財の保護・継承に努めている。参加者

や受講者自身による講座の拡充と自立を図りながら一層の充実に努めている。 

３ 事業内容 事業の実施状況・目標 成果と課題 評価 

 

生

涯

学

習

の

推

進

と

施

設

の

整

備

充

実 

 

①魅力ある生

涯 学 習 講

座の開設 

生きがいづ

くり施策 

【9-23】 

○女性と高齢者対象の講

座 

中央 亀寿大学、 

ﾏｻﾞｰｽｸｰﾙ 各 12 回 

旭  高齢者学級、 

婦人学級 各 12 回 

柵原 かしのみ大学、 

ふれあい学級  

各 10 回 

 

○一般向けの講座開設 

英会話教室（全 10 回） 

参加者数：１９名 

美咲町 ALT の派遣 

○生きがい、教養、趣味活動の講座や、健

康の増進、時代に適応した社会感覚や知

識を深めることを目的に各地域でそれ

ぞれ趣向を凝らした講座を開催しまし

た。 

高齢者対象  中央：３４回講座・６７名 

旭：１２回講座・５６名  

柵原：１０回講座・７７名 

女性対象  中央：１４回講座・２６名 

旭：１４回講座・２９名  

柵原：１０回講座・７２名 

○ちゅうおう亀壽大学では、各講座の成果

を展示し、１年間の成果発表を行い、翌

年度以降の励みとなった。 

○英会話教室は初めての試みではあった

が、社会人の参加が得られ好評であった

ことから、翌年度への継続を行うことに

なった。 

 

 

Ｂ 

②成人式 ○８割参加で希望あふれ

る会を開催する。 

○平成２９年１月８日旭町民センターで

開催。対象者１６８人中１２７人出席。

75.6%（昨年度 76.5%） 

○厳粛な中にも華やいだ雰囲気で、成人式

が盛大に開催できた。 

 

Ａ 

③社会教育施

設（公民館

等）の整備 

○各地域の必要な整備の

実施 

○自治活動の拠点施設である公民館の利

用については、貸館の利用が多く、地域

住民が集い、多くの人がつながれるよう

機運を高める必要がある。同時に施設の

修理、改善など使いやすいよう公民館機

能を高めることも必要。 

 

 

Ｃ 

④社会教育

団体の育成

と組織の強

化 

○補助金を支出し支援 ○文化連合会、婦人協議会、町花の会等の

各種団体も、高齢化と新規加入者の減尐

により、会員等の拡大が課題。活動も自

主財源が乏しいため、新たな活動が難し

い。 

 

Ｂ 

 

⑤図書館図書

の 充 実 と

利 便 性 の

向上  

読書推進施

策【3-9】 

○町立図書館資料の学校

受け渡し「みさきっず」

の普及利用拡大。 

○講師を招聘し、講演とレ

イアウトの実際的な指

導を受ける。各種研修会

参加や近隣の図書館と

の交流を図る。 

○図書館司書の研修の積極的な参加の呼

びかけを行った。 

○図書の充実 （ ）内は 27 年度    

 

 

Ｂ 

 貸出冊数 貸出者数 図書蔵書数 

中

央 

27,049 冊 5,107 人 24,090 冊 

(29,496 冊) (5,558 人) (23,197 冊) 

旭 
27,774 冊 5,985 人 42,990 冊 

(28,882 冊) (6,377 人) (42,352 冊) 

柵

原 

28,233 冊 5,949 人 53,234 冊 

(30,627 冊) (6,021 人) (54,291 冊) 



 

 

《成果と課題》  

○講座としては、例年並みの講座開催であり、住民ニーズを把握することにより、新

しい生涯学習講座を開催していきたい。また、公民館活動も地域に密着し、地域コ

ミュニティが活発になるような支援も必要。 

 

Ｂ 

 

生 

涯 

ス 

ポ 

ー 

ツ 

の 

推 

進  

 ①スポーツ活

動への参加

促進 

生きがいづく

り施策  

【9-26】 

 

 

③総合型地域

スポーツク

ラブやスポ

ーツ団体の

育成と支援 

生きがいづく

り施策 

【9-26】 

○各種団体と協力し、ス

ポーツ体験等のイベン

トを行いスポーツに親

しむ場を作る。 

○町民運動会、美咲チャ

レンジといった全町で

行われるイベントを積

極的に支援する。 

○スポーツクラブの活動

が充実するよう、行政

は継続して支援してい

く。 

○参加者は固定しつつあり、内容の検討や

告知放送、ＣＡＴＶ、広報誌等の呼びか

けるなど、新規参加者の促進が必要。 

○ワンバウンドふらばーるボールバレー

やカローリングなどのニュースポーツ

の継続と促進。 

○実行委員会主導による町民運動会やロ

ードレース大会が定着。 

○総合型地域スポーツクラブとの協働や

自立へ向けた取り組み。 

○尐子化の影響や各種スポーツクラブに

参加する子供が増えている。スポーツ尐

年団（８団体）の入団者が減尐傾向にあ

り、活動の改善・充実が必要。 

 

 

Ｂ 

②各種住民参

加型の競技

大会の開催 

 

 

 

 

 

 

○スポーツ推進委員会で

企画や立案し、誰でも

気軽に楽しめるスポー

ツや、小学生以上を対

象とした体育教室、学

校からの依頼を受けて

のスポーツ教室等開

催。毎年、体力測定活

動を実施。【ソフトバレ

ーボール大会、みさき

っこ体育教室、ニュー

スポーツ教室、体力測

定、ウオーキング大会、

ロードレース大会】 

○スポーツ推進委員会、体育協会、実行委

員会が中心となって開催される事業へ

の積極的な参加。 

○第６回町民大運動会と第６回美咲チャ

レンジロードレース大会の開催 

○ラジオ体操会の実施 

○町内３会場における新体力テストの実

施 

○スポーツ推進委員会によるみさきっこ

体育教室（７９名参加）の開催 

 

 

Ｂ 

④スポーツ指

導 者 の 養

成・確保 

 

 

 

 

 

 

○スポーツ尐年団の指導

者不足という面から県

内の指導者養成講座へ

の参加促進を図る。 

○スポーツ尐年団、スポ

ーツ推進委員、体育協

会、総合型地域スポー

ツクラブとの連携 

○町内から全国、地区大

会出場者の壮行会開催

と激励金授与 

○スポーツ推進委員（３６名）、スポーツ

尐年団指導者（９団体）の積極的な講習

会や講演等への参加促進。 

 

 

Ｂ 

⑤スポーツ施

設の整備 

○現在ある施設の修理維

持管理に努めている。 

○定期的な点検と専門事業者による点

検・整備 

○修理・整備に係る予算の確保。 

 

Ｃ 



⑥学校体育施

設の開放 

○条例で定め町内８小・

中学校の体育施設をス

ポーツや文化芸能活動

に開放している。 

○地域により施設内容に違いがあるもの

の、小中学校の施設は夜間・休日、積極

的に開放しているが、特に問題は無し。 

 

Ｂ 

《成果と課題》 

○町民運動会やロードレース大会など全町的なスポーツ行事が定着してきた。尐子化

や各種クラブスポーツの普及により、スポーツ尐年団加入者が減尐傾向にある。 

 

Ｂ 

 

地

域

文

化

・ 

芸

術

・ 

文

化

財

の

保

護

・ 

活

用

と

生

き

が

い

づ

く 

り 

①

文

化

・

芸

術

・

科

学

活

動

の

推

進 
 

 

地域学習施策  

【5-14】 

 副読本利用 

 

○副読本「わたした

ちの美咲町」の積

極的な活用により

地域とのつながり

を深め、学んだこ

との発表機会を創

る。 

○美咲町への転入教

職員の町内巡りを

行い指導に活か

す。 

○小学校は、３・４年生の社会科授業にお

いて地域の方を講師に招き、見学や体験

学習を実施。中学生は、ボランティアと

一緒に町花である菊づくりを行い、成果

の発表として菊花展に参加。また桜湖焼

の体験を通じて地域の専門家の技術に

触れるなどの体験学習や地元企業に関

する環境学習、職場体験などで地域と繋

がる学習活動を実施。 

 

 

 

Ｂ 

生きがいづく

り施策 

【9-24】 

さくらのうた 

 

○11月からの募集開

始に向けて、募集

方法を更に工夫。 

作品集発行。表彰

式、展示会の開催。 

○町外の小中学校を訪問し依頼。また町Ｈ

Ｐに掲載することにより、県内外や遠く

はワシントン日本語学校からの応募も

あり、昨年に引き続き 1976 点の数多く

の応募作品が寄せられた。 

 

Ａ 

生きがいづく

り施策 

【9-25】 

広報誌や集会

場で 

○各地域で行われて

いる文化祭や文化

展等作品を気軽に

発表できる場を作

る。 

○生きがいを持って

活動できるよう社

会教育団体の育成

を図る。 

○郷土資料館や図書館、公民館等の公の施

設を利用して文芸・文化等の発表の場を

作ることができた。また、天文台などの

文化学習施設の利用者は、ほぼ例年並み

で推移しており、今後も利用者の定着を

図るきっかけ作りについて年間を通じ

て行うことが重要。 

 

 

Ｂ 

②

文

化

・

芸

術

の

鑑 

賞

機

会

住民交流施策 

【6-15】 

○生涯学習の一つと

考え、講座等を企

画する中で、若者

と高齢者が交流で

きる場として地区

文化祭への出展、

グラウンドゴルフ

交流等、日頃の学

習の成果の発表が

できる場を設け

る。 

○中学生が、ボランティアと一緒に町花で

ある菊づくりを行い、成果の発表として

菊花展に参加 

○各地域の文化祭は例年どおりに開催さ

れた。カラオケ大会や芸能発表会も複数

回開催され盛況だった。 

○文化連合会（各地区文化協会）への入会

者の勧誘。 

○グラウンドゴルフ場周辺の環境整備等 

 

Ｂ 



 

 

 

 

 

の

充

実 
 

 

住民交流施策 

【6-16】 

○広報誌等により文

化財の紹介や説明

を行う。 

○町内の観光名所

に、完成した文化

財マップを配布し

美咲町の文化財を

広めていく。 

 

○文化財保護委員会、文化財研究会とも定

期的に会議を開催し、指定文化財の保

護・保存に尽力している。 

○広報誌で月 1回紹介ページを連載した。 

○説明ボランティアの後継者養成は今後

も粘り強く続けていく。岸田吟香記念

館、月の輪古墳への来場者は多い。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

③文化財の保護・保

存及び継承 

○文化財マップの作

成 

○文化財マップを町内の要所に設置し、広

く町民にお知らせをしており、特に平成

２８年度は本山寺の常行堂の屋根保存

修理事業があったので、多くの文化財フ

ァンが訪れていた。 

 

Ｂ 

④伝承文化の継承

と人材育成     

住民交流施策 

【6-16】 

○若者（生徒）が主

体で地域の高齢者

とかかわりが持て

るよう地域行事へ

の積極的な参加交

流の場を作る。 

 

○伝統芸能である境神社の獅子舞等は、岡

山大学生の参加を得て後世へと伝える

環境が出来つつある。 

○町史制作過程において、新たに古文書の

発見や珍しい民具などの提供があった。 

○町史民俗編・地区誌編発刉へ向け、内容

の精査と充実を図ったことから、平成２

９年度へ繰越事業となった。 

 

Ｂ 

《成果と課題》 

○文化連合会は、各地域でそれぞれの趣向で活動が行われているが、新規加入者は尐

ない。今後は、子どもを巻き込んだ活動を増やす必要がある。子どもから大人まで、

文化を受け継ぎ美咲町を愛する心を育てていきたい。 

 

Ｂ 

 

終わりに 

 このたび、「教育委員会の点検及び評価」として地方教育行政の組織及び運営に関する法律改正

の背景や趣旨に則り、本町教育委員会の業務の点検及び評価を実施した。本町教育の概要を示す

「教育要覧」及び「美咲町教育振興基本計画（平成２４年度から平成２８年度）」に基づき、各分

野の事業活動を評価したものである。 

来年度からは、「第２次美咲町教育振興基本計画（平成２９年度から平成３３年度）」が推進さ

れる。今後は、これまで創り上げてきた本町教育の基盤をもとに、よりよい向上を目指していく

ため、成果の見られた部分は継続して定着を図り、一方、課題については工夫した取組を講じて

いくことが必要である。また、結果については、分かりやすい説明や公表を行うことで、町民と

の信頼感を築ける教育委員会でありたい。そして、ＰＤＣＡサイクルを確実に回していくことで、

本町教育行政のよりよい発展を図っていきたい。 

 


